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一ロ

刊

行

に

あ

た

つ

て

教

育

長田

さ
き
に
文
化
財
報
告
書
第

一
号
と
し
て
、
加
古
川
市
西
神
吉
町
岸
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
意

外
の
ご
好
評
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
続
い
て
本
市
社
会
教
育
委
員
永
江
幾
久
二
氏
が
市
内
に
散
在
す
る
石
塔

・
石
仏

の
遺
品
を
詳
細
に
踏
査
さ
れ
、
西
宮
市
の
田
岡
香
逸
氏
ら
と
と
も
に
、
年
表
を
審
び
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
昨
年
六
月
に

こ
う
し
た
写
真
資
料
や
拓
本
の
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
考
古
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
、　
一
般
の
人

々
に
も
多
大
な
好
評
を
得
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
後
各
方
面
よ
り
、
こ
れ
が
刊
行
に
つ
い
て
の
熱
望
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
石
造
遺

品
の
調
査
報
告
書
の
ま
と
め
を
永
江
氏
に
依
託
し
、
更
に
同
氏
の
石
造
遺
品
の
研
究
を
加
え
て
、
文
化
財
調
査
報
告
第
二
号
を

発
刊
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

本
市
の
理
事
者

。
議
会
各
位
の
深
い
ご
理
解
の
も
と
に
今
回
、
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
例
も
見
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と

は
洵
に
有
難
く
関
係
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ご
清
鑑
を
賜
わ
ら
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

（昭
和
三
十
七
年
二
月
）
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は

じ

め

の

こ

と

ば

永

江

幾

久

加
古
川
市
は
加
古
郡
印
南
郡
の
両
郡
に
わ
た
っ
て
い
る
。
古
墳
時
代
後
期
に
こ
の
地
方
で
、
多
数
の
横

穴
式

石

室
の
も
の

を
見
、
又
そ
の
中
に
石
棺
を
納
め
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
地
方
の
特
徴
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
竜
山
石
と
し
て
世
に
知
ら
れ

た
石
材
に
富
み
、
早
く
よ
り
そ
の
切
り
出
し
、
加
工
の
技
術
者
が
住
ん
で
居
た
こ
と
に
起
囚
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

生
石
、
石
守
な
ど
の
地
名
が
今
に
残

っ
て
い
る
の
も
理
由
な
き
こ
と
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
中
世
に
お
け
る
石
造
遺
品
、
主
と
し
て
銘
文
を
と
も
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
従
来
の
調
査
を
年
代
に
よ
っ
て
整

理
し
て
み
よ
う
と
試
み
る
筈
で
あ
る
。
平
安
朝
の
末
か
ら
石
造
塔
、
石
仏
、
塔
婆
の
造
顕
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
こ
の
地
方
に

お
い
て
は
鎌
倉
時
代
の
後
半
に
な
っ
て
、
漸
く
そ
の
遺
品
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
す
が
に
花
尚
岩
を
運
ん
で
来
て
作

っ
た

も
の
に
は
優
秀
な
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
大
部
分
は
竜
山
石
と
い
わ
れ
る
凝
灰
岩
を
も
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
の
う
ち
わ
れ
わ
れ
が
今
日
見
か
け
る
石
仏
、
板
碑
な
ど
の
多
く
が
石
棺
部
材
に
よ
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
多
く
の
古
墳
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

石
造
塔
、
石
仏
、
板
碑
の
類
に
は
紀
年
銘
を
刻
ん
だ
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
研
究
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
太
田
氏

の
金
石
年
表
、
武
藤
誠
氏
の
兵
庫
県
金
石
年
表
稿
が
あ
る
ば
か
り
で
、
特
に
市
内
の
も
の
を
今
日
精
査
し
て
み
る
と
大
分
遺
漏

あ
る
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

県
下
で
は
特
に
西
宮
市
の
田
岡
香
逸
氏
、
姫
路
市
の
浅
田
芳
朗
氏
が
こ
の
こ
と
に
闘
心
を
よ
せ
ら
れ
て
お
り
、
加
古
川
ま
で

再
々
足
を
は
こ
ば
れ
た
が
、
幸
い
私
は
両
氏
の
教
示
を
得
て
従
前
知
ら
れ
な
か

っ
た
新
資
料
を
も
検
出
す
る
こ
と
を
得
た
。
こ

と
に
田
岡
氏
は
十
数
回
出
張
せ
ら
れ
後
学
の
研
究
に
心
あ
た
た
ま
る
指
導
を
下
さ

っ
た
こ
と
は
感
謝
の
言
葉
を
知
ら
な
い
。

私
は
そ
れ
等
の
拓
本
を
作

っ
た
が
、
公
民
館
の
辻
村
清
治
氏
の
写
真
と
併
せ
て
展
観
す
る
根
会
を
も

っ
た
。
か
か
る
企
て
が

初
め
て
で
あ

っ
た
の
で
各
方
面
か
ら
非
常
な
好
評
を
賜
わ

っ
た
。
た
ま
た
ま
加
古
川
市
大
野
常
楽
寺
の
宝
塔
と
二
基
の
五
輪
塔

が
県
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
せ
ら
れ
、
私
の
調
査
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
時
を
得
た
。

私
は
今
そ
れ
等
の
資
料
を

一
本
に
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
勿
論
私
の
足
の
及
ば
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い

か
ら
、
今
後
の
補
正
も
必
要
と
な
る
こ
と
と
思
う
が
、
敢
え
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
御
叱
正
を
賜
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

私
は
こ
の
調
査
中
に
真
摯
な
先
学
の
調
査
に
伴
し
て
親
し
く
教
示
を
得
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
本
稿
に
し
て
見
る
と
こ
ろ
あ
り

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
田
岡
氏
の
功
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
同
氏
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
て
は
じ
め
の
こ
と
ば
と
す
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
二
月
）
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か

弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
平
荘
神
社
板
碑

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
山
角
平
荘
神
社

平
荘
神
社
正
面
石
段
下
の
左
右
に
二
枚
の
板
碑
が
あ
る
。
右
側
の
も
の
は
釈
迦
三
尊
種
子
を
、
左
側
の
も
の
は
弥
陀

三
尊
種
子
を
彫
っ
て
い
る
が
、
左
側
の
も
の
の
下
方
に
、
折
損
し
て
完
全
で
は
な
い
が
銘
文
の
一
部
が
う
か
が
え
る
。

従
来
こ
れ
を
発
表
し
た
人
は
弘
安
元
年
と
し
た
様
で
あ
る
が
、
折
損
し
て
そ
れ
と
わ
か
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
あ
る
が
ま
ま

に
弘
安
二
年
と
す
べ
き
か
と
考
え
る
の
で
、
あ

え
て
私
は
二
年
と
読
ん
で
お
く
こ
と
に
し
た
。

竜
山
石
製
。
幅
六

一
極
、
現
高

一
一
七
糎
。

銘
　
支

一弘
　
安
　
一一
雨
日
日
日
日
日

僧
　
勝

一



饗
Ｍ
鴎
　
為
ヤ
翠
報
　
日
煮
壼
仲
鷺
思
程
三
担
曇

謡
薫
　
終
緯
信
醸
罹

　
腿

察
塾
囃
脚
剛
型

桓
長

】
ヽ一，

弘
安
三
年

（
一
二
七
九
）
平
荘
神
社
板
碑

ゝ
Ｐ

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
山
角
平
荘
神
社

平
荘
神
社
正
面
石
段
下
の
左
右
に
二
枚
の
板
碑
が
あ
る
。
右
側
の
も
の
は
釈
迦
三
尊
種
子
を
、
左
側
の
も
の
は
弥
陀

三
尊
種
子
を
彫

っ
て
い
る
が
、
左
側
の
も
の
の
下
方
に
、
折
損
し
て
完
全
で
は
な
い
が
銘
文
の

一
部
が
う
か
が
え
る
。

従
来
こ
れ
を
発
表
し
た
人
は
弘
安
元
年
と
し
た
様
で
あ
る
が
、
折
損
し
て
そ
れ
と
わ
か
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
あ
る
が
ま
ま

に
弘
安
二
年
と
す

べ
き
か
と
考
え
る
の
で
、
あ

え
て
私
は
二
年
と
読
ん
で
お
く
こ
と
に
し
た
。

竜
山
石
製
。
幅
六

一
糎
、
現
高

一
一
七
糎
。

銘
　
文

一二
＝

僧  弘

勝  安

-2-
-3-



身
'7

弘
安
四
年

（
一
二
人

一
）
西
山
板
碑

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
西
山

こ
こ
に
は
板
碑
が
二
枚
あ
る
。
二
面
と
も
弥
陀
三
尊
種
子
を
刻
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
紀
年
銘
の
あ
る
も
の
は
な
か
ば
以
下
が
失
わ
れ

た
か
。
石
棺
の
底
石
で
あ

っ
た
と
思
え
る
こ
の
石
の
左
端
に
銘
が
あ

ＺＯ
。銘

　
支

弘

一日
一
四

同
日
日

右
の
如
く
で
あ
る
が
、
彫
り
の
様
子
と
平
荘
神
社
な
ど
附
近
の
も

の
と
比
較
し
て
弘
安
と
推
定
し
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
在
高
さ
六
五
糎
、

幅
九
〇
糎
、

竜
山
石
製
。

坤

弘
安
四
年

（
一
二
八

一
）
地
蔵
寺
板
碑

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
池
尻
地
蔵
寺
境
内

門
を
く
ぐ
る
と
左
側
に
あ
る
。
正
面
は
上
方
に

一
体
の
地
蔵
立

像
を
刻
む
。
背
面
は
上
方
に
梵
字
種
子
、
そ
の
下
に
紀
年
銘
を
刻

む
。

銘
　
文

弘
安

四
騨
四
月

廿

日

-5-
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弘
安
四
年

（
一
二
八

一
）
西
山
板
碑

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
平
荘
町
西
山

こ
こ
に
は
板
碑
が
三
枚
あ
る
。
二
面
と
も
弥
陀
三
尊
種
子
を
刻
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
紀
年
銘
の
あ
る
も
の
は
な
か
ば
以
下
が
失
わ
れ

た
か
。
石
棺
の
底
石
で
あ

っ
た
と
思
え
る
こ
の
石
の
左
端
に
銘
が
あ

ＺＯ
。銘

　
文

弘

一日
一
四

同
日
日

右
の
如
く
で
あ
る
が
、
彫
り
の
様
子
と
平
荘
神
社
な
ど
附
近
の
も

の
と
比
較
し
て
弘
安
と
推
定
し
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
在
高
さ
六
五
糎
、

幅
九
〇
糎
、

竜
山
石
製
。

心

テ

弘
安
四
年

（
一
二
人

一
）
地
蔵
寺
板
碑

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
平
荘
町
池
尻
地
蔵
寺
境
内

門
を
く
ぐ
る
と
左
側
に
あ
る
。
正
面
は
上
方
に

一
体
の
地
蔵
立

像
を
刻
む
。
背
面
は
上
方
に
梵
字
種
子
、
そ
の
下
に
紀
年
銘
を
刻

む
。

銘
　
文

弘

安

四

碑

四

月

廿

日

― 軍 ―-5-



工
和
三
年

（
一
三

一
一こ

福
田
寺
層
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
首
川
町
れ
屋
福
田
寺

寺
伝
に
よ
れ
ば
相
円
寺
は
赤
松
氏
に
因
縁
あ
り
と
し
、

こ
の
塔
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
さ
れ
た
田
岡
香
逸
氏
に
よ
り
、

弱

工
和
四
年

（
一
三

一
五
）
常
楽
寺
宝
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
古
川
町
大
野
常
楽
寺

こ
の
塔
も
赤
松
円
心
の
造
立
す
る
と
こ
ろ
と
し
た
が
、
最
近

浙
く
解
読
さ
れ
て
造
立
者
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
塔
身
は
現

々
西
の
而
の
み
が
梵
字
種
子

（
ヮ
ー
ン
）
で
他

三
面
は
舟
形
に
彫
り
く
ば
め
、
各
坐
像

一
体
を

刻
む
。
東
而
の
左
右
に
各

一
行
の
銘
文
が
あ
る
。

銘
　
文正

和

二
年

材
懃

十
二
月
国
日
日
日

願
主
比
丘
尼
西
阿
弥
陀
仏

坤

文
観
上
人
の
造
立
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
左
右
に
五
輸
塔
を
ひ
か
え
て
い
る
。
昭
和
対
六
年
兵
庫
県
の
文
化
財
に
指
定
せ
ら

れ
た
。
花
尚
岩
製
。

銘
　
文正

和
四
年

陀

八
月
日

願
主
沙
弥
道
智

宝
塔
に
つ
き
播
磨
鑑
に
は

「
こ
の
塔
の
下
に
横
三
尺
長
六
尺
の
石
函
を
埋
む
。
そ
の
中
に
重

一
個
有
り
重
の
中
に
黄
金
の
器

あ
り
、
其
頌
に
曰
く

『
宝
生
山
常
楽
寺
院
主
文
観
大
僧
正
菩
薩
比
丘
弘
信
為
遺
骨
納
之
』
と
あ
り
。
群
書
類
従
に
は
小
野
前
大

僧
正
弘
真
」
と
あ
り
、
弘
信
と
弘
真
は
同
音
で
あ
る
。
文
観
の
入
滅
は
延
文
二
年
の
八
月
で
あ

っ
た
。

（
一
頁
の
写
真
参
照
）

― σ ―
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工
和
三
年

（
一
三
一
一こ

福
田
寺
層
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
首
川
町
粕
屋
福
田
寺

寺
伝
に
よ
れ
ば
相
関
寺
は
赤
撮
氏
に
因
縁
あ
り
と
し
、

こ
の
塔
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
さ
れ
た
田
岡
香
逸
氏
に
よ
り
、

こ
の
塔
も
赤
松
円
心
の
造
立
す
る
と
こ
ろ
と
し
た
が
、
最
近

漸
く
解
読
さ
れ
て
造
立
者
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
塔
身
は
現

在
西
の
而
の
み
が
梵
字
種
子

（
ウ
ー
ン
）
で
他

三
面
は
丹
形
に
彫
り
く
ば
め
、
各
坐
像

一
体
を

刻
む
。
東
而
の
左
右
に
各

一
行
の
銘
文
が
あ
る
。

銘
　
支正

和

二
年

材
懃

十
二
月
同
日
日
日

願
主
比
丘
尼
西
阿
弥
陀
仏

う
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

坪

正
和
四
年

（
一
三

一
五
）
常
楽
寺
宝
塔

所
　
在
　
　
珈
古
川
市
加
古
川
町
大
野
常
楽
寺

文
観
上
人
の
造
立
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
左
右
に
五
輪
塔
を
ひ
か
え
て
い
る
。
昭
和
汁
六
年
兵
庫
県
の
文
化
財
に
指
定
せ
ら

れ
た
。
花
尚
岩
製
。

銘
　
文正

和
四
年

陀

八
月
日

願
主
沙
弥
道
智

宝
塔
に
つ
き
播
磨
鑑
に
は

「
こ
の
塔
の
下
に
横
三
尺
長
六
尺
の
石
函
を
埋
む
。
そ
の
中
に
壷

一
個
有
り
壷
の
中
に
黄
金
の
器

あ
り
、
其
頌
に
口
く

『
支
生
山
常
楽
寺
院
主
文
観
大
僧
正
菩
薩
比
丘
弘
信
為
遺
骨
納
之
』
と
あ
り
。
群
書
類
従
に
は
小
野
前
大

僧
正
弘
真
」
と
あ
り
、
弘
信
と
弘
真
は
同
音
で
あ
る
。
文
観
の
入
滅
は
延
文
二
年
の
八
月
で
あ

っ
た
。

（
一
頁
の
写
真
参
照
）

― σ 一



正
和
二
年

（
一

所
　
在

Ｖ

元
応
元
年

（
一
三
一
九
）
報
黒
寺
層
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
恩
寺

報
恩
寺
墓
地
に
四
基
な
ら
ぶ
五
輪
塔
群
の
北

か
ら
三
番
目
の
も
の
で
、
四
基
の
う
ち

一
番
大

き
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
在
銘
の
も
の
で
は
播
磨

最
古
の
五
輪

塔
と
い
わ
れ
て
い
る
。
花

商

岩

製
。
高
さ

一
米
九
〇
糎
。

銘
　
文

Ы

本
堂
の
西
に
十
二
重
の
層
塔
が
あ
る
。
現
在

相
輪
を
欠
い
て
い
る
が
、
別
に
後
補
し
た
と
か

い
わ
れ
る
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
か
。
来

礎
の
西
面
に
銘
文
が
あ
る
。
常
勝
寺
は
道
時
の

塔
中
で
あ

っ
た
と
い
う
。
花
闘
岩
製
。

銘
　
文

常
　
勝
　
寺

一死応
一死年紀

十

一
月
六
日

三

一
六
）
報
思
寺
五
輸
塔

珈
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
思
寺
墓
地

正

和

五

千

辰 丙

長 八 宇

月 都

老  日 宮

-3--9-



正
和
五
年

（
一

所
　
在

芽

元
応
元
年

（
一
三
一
九
）
報
思
寺
層
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
思
寺

報
恩
寺
墓
地
に
四
基
な
ら
ぶ
五
輪
塔
群
の
北

か
ら
二
番
目
の
も
の
で
、
四
基
の
う
ち

一
番
大

き
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
在
銘
の
も
の
で
は
搭
磨

最
古
の
五
輪

塔
と
い
わ
れ
て
い
る
。
花

満
岩

製
。
高
さ

一
米
九
〇
糎
。

銘
　
支

Ы

本
堂
の
西
に
十
二
重
の
層
塔
が
あ
る
。
現
在

相
輪
を
欠
い
て
い
る
が
、
別
に
後
補
し
た
と
か

い
わ
れ
る
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
か
。
基

礎
の
西
面
に
銘
文
が
あ
る
。
常
勝
寺
は
当
時
の

塔
中
で
あ

っ
た
と
い
う
。
花
筒
岩
製
。

銘
　
支

常
　
勝
　
寺

一死応
一死年紀

十

一
月
六
日

三

一
六
）
報
恩
寺
五
輸
塔

加
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
思
寺
墓
地

正

和

五

季

辰 丙

長 八 宇

月 都

老  日 宮

-3--9-



暦
応
三
年

（
一

所
　
在

三
二
九
）
鶴
林
寺
宝
拡
印
塔

加
古
川
市
加
古
川
町
北
在
家
鶴
林
寺

こ
の
種
の
塔
で
は
、
在
銘
品
と
し
て
市
内
で

一
番
古
い
も
の
で
あ
る
。
花
闘
岩
製
。
現
高

一

米
七
五
糎
。
相
輪
は
上
半
を
欠
失
し
て
い
る
。

塔
身
は
月
輪
中
に
蓮
華
座
を
つ
く
り
金
剛
界
四

仏
の
種
子
を
四
面
に
配
し
て
い
る
。
基
礎
正
面

下
端
の
中
央
に
埋
納
口
を
造

っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
っ
く
り
は
常
楽
寺
の
宝
塔
に
も
見
ら
れ
た
。

銘
　
文

暦
応

二
年
配
二
月
八
日

琲

康
永
元
年

（
一
三
四
一じ

西
ノ
山
板
碑

所
在
　
加
古
川
市
神
野
町
西
ノ
山
大
師
堂

勧
進
僧
□
慶

蓮
花
座
上
に
そ
れ
ぞ
れ
六
体

ド
の
立
像
を
横
に

一
列
に
浮
き
彫
り
し
た
も
の
で
、
下
に
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
。
六
地
成

の
つ
も
り
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
は
堂
内
に
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
高
い
腰
板
張
り
で
銘
文
は
う
か
が
う

こ
と
を
得
な
い
が
、
部
落
会
長
坂
田
氏
の
好
意

で
腰
板
を
排
し
て
調
査
す
る
こ
と
を
得
た
。
竜

山
石
製
。
石
棺
材
に
よ
る
も
の
か
。

銘
　
文

右
造
顕
志
趣
者
為

二
親
井
□
□
頓

証
害
提
乃
至
法

界
平
等
利
益
也

康
永
元
率
八
月
日

願
主
上
村
□
盛
泰

敬
　
白

― =0-
― ヱヱー



層
応
三
年

（
一
三
二
九
）
鶴
林
寺
宝
燃
印
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
吉
川
町
北
在
家
鶴
林
寺

畔

康
永
元
年

（
一
三
四
一
５

西
ノ
山
板
碑

所
在
　
加
古
川
市
神
野
町
西
ノ
山
大
師
堂

こ
の
種
の
塔
で
は
、
在
銘
品
と
し
て
市
内
で

一
番
古
い
も
の
で
あ
る
。
花
商
岩
製
。
現
高

一

米
七
五
糎
。
相
輪
は
上
半
を
欠
失
し
て
い
る
。

塔
身
は
月
輪
中
に
蓮
華
座
を
つ
く
り
金
剛
界
四

仏
の
種
子
を
四
面
に
配
し
て
い
る
。
来
礎
正
面

下
端
の
中
央
に
埋
納
口
を
造

っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
っ
く
り
は
常
楽
寺
の
宝
塔
に
も
見
ら
れ
た
。

銘
　
文

暦
応

二
年
阻
二
月
八
日

勧
進
僧
□
慶

蓮
花
座
上
に
そ
れ
ぞ
れ
六
体

・
の
立
像
を
横
に

一
列
に
浮
き
彫
り
し
た
も
の
で
、
下
に
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
。
六
地
蔵

の
つ
も
り
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
は
堂
内
に
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
高
い
腰
板
張
り
で
銘
文
は
う
か
が
う

こ
と
を
得
な
い
が
、
部
落
会
長
坂
田
氏
の
好
意

で
腰
板
を
排
し
て
調
査
す
る
こ
と
を
得
た
。
竜

山
石
製
。
石
棺
材
に
よ
る
も
の
か
。

銘
　
支

右
造
頻
志
趣
者
為

二
親
井
□
□
頓

証
菩
提
乃
至
法

界
平
等
利
益
也

康
永
元
率
八
月
日

願
主
上
村
□
盛
泰

数

　

ヨ

― ZO――
=互

―



康
永
一】一年

（
一

所
　
在

貞
和
三
年

（
一
三
四
七
）
中
西
廃
寺
趾
層
塔

所
　
在
　
も
と
加
古
川
市
西
神
吉
町
中
西
の
堂
返
内
に
あ
り
し
も
の
。
こ
れ
は
画
家
橋
本
関
雪
氏
が
買
い
取
り
、
持
ち
と

し
た
と
い
う
が
、
現
在
は
所
在
不
明
。
私
は
京
都
市
銀
閣
寺
畔
の
関
雪
の
白
沙
村
荘
ま
で
調
査
し
た
が
遂
に
知
れ
な
か
っ
た
。

今
は
島
田
清
氏
の
教
示
に
よ
る
。

銘
　
文

貞

和

三

季

二
月

〔日
―十
日
―‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

三
四
四
）
龍
泉
寺
五
輸
塔

加
古
川
市
加
古
川
町
平
野
龍
泉
寺

蒔

こ
の
塔
は
も
と
官
道
脇
に
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
道
路
拡
張
の
た
め
竜
泉
寺
に
移
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
水
輪
の
み
花

商

岩

製
で
あ
る

が
、
他
は
竜
山
石
を
石
材
と
し
て
い
る
。

銘
　
文

法
界
衆
生

平
等
利
益

康
杢

二
年

岬

潤
二
月

日．

大
勧
進
沙
弥
定
蓮

敬
　
白

●
ュ



康
永
三
年

（
一
三
四
四
）
龍
泉
寺
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
古
川
町
平
野
龍
泉
寺

こ
の
塔
は
も
と
官
道
脇
に
あ

っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
道
路
拡
張
の
た
め
竜
泉
寺
に
移
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
水
輪
の
み
花

鶴

岩

製
で
あ
る

が
、
他
は
竜
山
石
を
石
材
と
し
て
い
る
。

銘
　
文

法
界
衆
生

平
等
利
益

康
丞

二
年

岬

潤
二
月

日．

大
勧
進
沙
弥
定
蓮

敬
　
白

貞
和
三
年

（
一
三
四
七
）
中
西
廃
寺
皿
層
塔

所
　
・在
　
も
と
加
古
川
市
西
神
吉
町
中
西
の
堂
垣
内
に
あ
り
し
も
の
。
こ
れ
は
画
家
橋
本
関
雪
氏
が
買
い
取
り
、
持
ち
洋

し
た
と
い
う
が
、
現
在
は
所
在
不
明
。
私
は
京
都
市
銀
閥
寺
畔
の
関
雪
の
白
沙
村
荘
ま
で
調
査
し
た
が
遂
に
知
れ
な
か

っ
た
。

今
は
島
田
清
氏
の
教
示
に
よ
る
。

銘
　
文

貞

和

三

季

三
月

市日
日
日
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

― =2-



文
和
三
年

（
一
三
五
三
）
今
福
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
尾
上
町
今
福
延
介
寺 貞

和
二
年

（
一
三
四
九
）
益
気
神
社
裏
山
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
平
山
益
気
神
社
裏
山

益
気
神
社
背
後
の
山
上
に
三
基
の
石
造
塔
が
な
ら
ん
で
い
る
。

左
端
の
五
輪
塔
が

一
番
大
き
い
。
各
輪
と
も
正
面
に
梵
字
種
子
を

刻
ん
で
い
る
。

銘
　
文

貞
和
五
年
配
十

一
月
日

一
結
衆こ

れ
は
も
と
専
福
寺
の
支
配
地
薬
師
堂
前

に
あ

っ
た
が
、
薬
師
堂
転
退
の
た
め
、
昭
和

の
初
め
頃
他
の
石
塔
類
と
と
も
に
現
在
の
場

所
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。

銘
　
文

文
和
二
年

二
月
廿
五
日

一
結
衆
等

>ト

白 敬

― f率 ―一 ヱ5-



支
和
三
年

（
一

所
　
在

＞三
五
三
）
今
福
五
輸
塔

加
古
川
市
尾
上
町
今
福
延
命
寺 貞

和
二
年

（
一
三
四
九
）
益
気
神
社
裏
山
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
平
山
益
気
神
社
裏
山

益
気
神
社
背
後
の
山
上
に
三
業
の
石
造
塔
が
な
ら
ん
で
い
る
。

左
端
の
五
輪
塔
が

一
番
大
き
い
。
各
輪
と
も
正
面
に
梵
字
種
子
を

刻
ん
で
い
る
。

銘
　
文

貞
和
五
年
配
十

一
月
日

一
結
衆

Ｌ
″

こ
れ
は
も
と
専
福
寺
の
支
配
地
薬
師
堂
前

に
あ

っ
た
が
、
薬
師
堂
転
退
の
た
め
、
昭
和

の
初
め
頃
他
の
石
塔
類
と
と
も
に
現
在
の
場

所
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。

銘
　
文

文
和
二
年

二
月
廿
五
日

一
結
衆
等

敬白

―
=軍
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文
和
三
年

（
一

所
　
在

二
五
三
）
報
恩
寺
板
碑

加
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
恩
寺

こ
れ
は
竜
山
石
製
で
、
石
棺
材
を
利
用
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
蓮
華
座
上
に
四
体
の
坐
像
を

浮
き
彫
り
し
た
も
の
で
、
中
央
坐
像
の
間
に
文

和
二
年
、
左
端
と
次
と
の
間
に
二
月
と
割
り
書

し
て
い
る
。

銘

　
文

文
和
二
年

二
月

一
=δ

一

み

■

■

■

■

■

■

日

田

Ⅷ

酬

酬

酬

剛

剛

―――

脇

胆

＝
―
―

酌

Ｗ

臣

辟

陣

檄

帥

跛

，

卜

＝

エ

ア

延
文
二
年

（
一
三
六
〇
）
神
木
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
神
木
東
林
寺
跡

明
治
初
年
ま
で
あ

っ
た
と
い
う
東
林
寺
跡
の
一
段
高
い
と
こ
ろ

に
石
棺
材
に
よ
る
大
き
な
石
仏
と
並
ん
で
五
輪
塔
が
あ
る
。
花
満

岩
製
で
、
高
さ

一
米
五
五
糎
。
屋
蓋
の
い
た
み
が
甚
だ
し
い
。
銘

文
は
来
礎
の
左
側
に
よ
せ
て
三
行
に
。

銘
　
支

延
文
五
年
十

一
月
中
旬

千
部
経

一
結
衆
等



文
和
三
年

（
一
二
五
一こ

報
恩
寺
板
碑

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
恩
寺

〕 (ヤ

こ
れ
は
竜
山
石
製
で
、
石
棺
材
を
利
用
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
蓮
華
座
上
に
四
体
の
坐
像
を

浮
き
彫
り
し
た
も
の
で
、
中
央
坐
像
の
間
に
文

和
二
年
、
左
端
と
次
と
の
間
に
二
月
と
割
り
書

し
て
い
る
。

銘
　
文

文
和
三
年

二
月

Ｈ
「

延
文
二
年

（
一
三
六
〇
）
神
木
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
神
木
東
林
寺
跡

明
治
初
年
ま
で
あ

っ
た
と
い
う
東
林
寺
跡
の
一
段
高
い
と
こ
ろ

に
石
棺
材
に
よ
る
大
き
な
石
仏
と
並
ん
で
五
輪
塔
が
あ
る
。
花
満

岩
製
で
、
高
さ

一
米
五
五
糎
。
屋
蓋
の
い
た
み
が
甚
だ
し
い
。
銘

文
は
共
礎
の
左
側
に
よ
せ
て
二
行
に
。

銘
　
文

延
文
五
年
十

一
月
中
旬

千
部
経

一
結
衆
等

一 】δ一― =7-



貞
治
二
年

（
一

所
　
在

三
六
三
）
福
林
寺
五
輸
零

加
古
川
市
加
古
川
町
備
後
福
林
寺
墓
地

福
林
寺
の
墓
地
に
は
ほ
ぼ
同
形
の
五
輪
塔

が
二
共
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
基
に
銘
文
が

あ
る
。

舘
　
支

右
志
者
為
法
界

衆
生

雨
閣
翻
酬
凹

貞
治
二
年
美
卯

二
月
十
八
日

一結
衆
等
餓

貞
治
六
年

（
一
三
六
七
）
報
思
寺
五
輪
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
恩
寺
墓
地

報
恩
寺
墓
地
に
四
基
な
ら
ぶ
う
ち
北
端
の
も
の
。

花
前
岩
製
で
あ
る
。

銘

　
文

貞
治
六
丁
未

覚
誉
大
徳

十
月
廿

一
日

一 =9-



貞
治
二
年

（
一
三
六
三
）
福
林
寺
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
首
川
町
備
後
福
林
寺
墓
地

,■

福
林
寺
の
基
地
に
は
ほ
ぼ
同
形
の
五
輪
塔

が
二
共
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
基
に
銘
文
が

あ
る
。

銘
　
支

右
志
者
為
法
界

衆
生

爾
閣
国
幽
巴

貞
治
二
年
美
卯

二
月
十
八
日

一結
衆
等
帥

貞
治
六
年

（
一
三
六
七
）
報
思
寺
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
山
角
報
恩
寺
墓
地

報
恩
寺
墓
地
に
四
来
な
ら
ぶ
う
ち
北
端
の
も
の
。

花
満
岩
製
で
あ
る
。

銘

　
文

貞
治
六
丁
未

覚
誉
大
徳

十
月
廿

一
日

― =8-― =9-



応
安
三
年

（
一

所
　
在

三
七
〇
）
天
満
宮
主
燃
印
塔

加
古
川
市
平
荘
町
養
老
天
満
宮
境
内

反
花
を
有
す
る
基
壇
上
に
立
ち
、
や
や
小

型
な
が
ら
造
り
は
立
派
で
あ
る
。
格
狭
間
中

に
蓮
華
の
浮
き
彫
り
を
な
し
、
左
右
に
銘
文

を
刻
む
。
現
在
、
相
輪
を
欠
く
。
花
商
岩
製
。

銘

　
文

融
通
百
万
遍
結
衆

応
安
三
年
十
月
日

銘
文
か
ら
融
通
念
仏
に
関
係
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

-20-

Ｌ
ア

永
徳
三
年

（
一
三
八
二
）
井
ノ
ロ
常
楽
寺
笠
塔
婆

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
上
荘
町
井
ノ
ロ
常
楽
寺

も
と
常
楽
寺
の
中
心
で
あ

っ
た
山
上
の
堂
に
通
ず
る
道
の
右
側

に
あ
る
。
正
面
上
部
に
定
印
の
坐
像
を
刻
み
、
そ
の
下
三
行
の
銘

が
あ
る
。
高
さ
九
七
糎
。
竜
山
石
製
。

銘
　
支

自
日
光
寺

一
丁

永
徳
二
八
廿
南
阿

田
岡
香
逸
氏
に
よ
れ
ば
、
永
徳
二
年
八
月
廿
日
南
無
阿
弥
陀
仏
の

意
で
あ
る
と
い
う
。



応
安
三
年

（
一
三
七
〇
）
天
商
宮
主
盤
印
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
養
老
天
満
宮
境
内

>ゃ

反
花
を
有
す
る
基
壇
上
に
立
ち
、
や
や
小

型
な
が
ら
造
り
は
立
派
で
あ
る
。
格
狭
間
中

に
蓮
華
の
浮
き
彫
り
を
な
し
、
左
右
に
銘
文

を
刻
む
。
現
在
、
相
輪
を
欠
く
。
花
嵩
岩
製
。

銘

　
文

融
通
百
万
遍
結
衆

応
安
三
年
十
月
日

銘
文
か
ら
融
通
念
仏
に
関
係
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

＞

永
徳
三
年

（
一
三
八
二
）
井
ノ
ロ
常
楽
寺
笠
塔
婆

所
　
在
　
　
加
古
川
市
上
荘
町
井
ノ
ロ
常
楽
寺

も
と
常
楽
寺
の
中
心
で
あ

っ
た
山
上
の
堂
に
通
ず
る
道
の
右
側

に
あ
る
。
正
面
上
部
に
定
印
の
坐
像
を
刻
み
、
そ
の
下
三
行
の
銘

が
あ
る
。
高
さ
九
七
糎
。
竜
山
石
製
。

銘
　
文

自
日
光
寺

一
丁

永
徳
二
八
廿
南
阿

田
岡
香
逸
氏
に
よ
れ
ば
、
永
徳
二
年
八
月
廿
日
南
無
阿
弥
陀
仏
の

意
で
あ
る
と
い
う
。



応
永
十
年

（
一
四
〇
三
）
報
思
寺
五
輸
零

所
　
在
　
　
加
百
川
古
平
荘
町
山
角
報
恩
寺
墓
地

報
恩
寺
基
地
の
四
基
な
ら
ん
で
い
る
も
の
の
う
ち
南
端
の
も
の
。
花
尚
岩
製
や

銘
　
文

応
永
十
災
未

八
月
二
日

当
寺
第
七
長
老

利
海
大
徳

※
　
写
真

一
九
頁
参
照
左
端

み

応
永
十
八
年

（
一
四

一
一
）
地
蔵
寺
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
池
尻
地
蔵
寺
墓
地

■

■

日

■

口

凹

酬

剛

研

Ｍ

臆

牌

肺

粧

＝

社

椰

―

＝

‐ 地
蔵
寺
墓
地
の

一
番
奥
に
来
礎
だ
け
が
残

っ

て
い
る
。

銘
　
文

応
永
十
八
年

一一明

沙
弥
性
寿



応
示
十
年

（
一
四
〇
三
）
報
思
寺
五
輸
塔

所
　
在
　
　
加
百
川
市
平
荘
町
山
角
報
思
寺
墓
地

報
尽
寺
基
地
の
四
基
な
ら
ん
で
い
る
も
の
の
う
ち
南
端
の
も
の
。
花
嵩
岩
型
ゃ

銘
　
文

応
永
十
災
未

八
月
二
日

当
寺
第
七
長
老

利
海
大
徳

※
　
写
真

一
九
頁
参
照
左
端

-22--23-

応
永
十
八
年

所
　
在

ljLi  〕ヤ

一
）
地
蔵
寺
五
輸
塔

加
古
川
市
平
荘
町
池
尻
地
蔵
寺
嘉
地

地
蔵
寺
墓
地

の

一
番
奥
に
来
礎
だ
け
が
残

っ

て
い
る
。

銘
　
支

応
永
十
八
年

一一明

沙
弥
性
寿



文
安
四
年

（
一
四
四
七
）
益
気
神
社
裏
山
宝
燃
印
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
平
山
益
気
神
社
裏
山

竜
山
石
製
。
蓮
華
座
を
も
っ
た
二
重
基
壇
の
上
に
立
っ
。
不
釣
り
合
い
に
高
い
伏
鎌
を
つ
け
て
い
る
が
、
相
輪
は
上
半
が
な

い
。
塔
身
は
月
輪
中
に
梵
字
種
子
を
刻
む
。

銘
　
文

文
安
四
年

匝
十
月
十
三
日

写
真

一
四
買
参
照
中
央

-24-
-2σ ―

夢

永
二
十
四
年

（
一
五

一
七
）
安
養
寺
実
拡
印
塔

所
　
在

加
古
川
市
平
岡
町

一
色
安
養
寺

安
養
寺
に
は
赤
穂
義
士
に
ゆ
か
り
の
あ
る

と
い
う
塔
の
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
調
査

し
て
み
た
ら
、
全
く
時
代
が
あ
わ
な
い
こ
と

が
ゎ
か

っ
た
。
安
養
寺
に
は
宝
僚
印
塔
が
二

基
あ
る
が
、
銘
文
の
あ
る
の
は
庫
裡
の
内
庭

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
竜
山
石
製
で
造
り

は
や
や
粗
雑
な
感
じ
が
す
る
が
、
格
狭
間
の

作
り
に
他
に
見
ら
れ
ぬ
特
徴
が
あ
る
。

銘
　
文

勧
　
進

一日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

永
正
十
二
二
年
二
月
日



文
安
四
年

（
一
四
四
七
）
益
気
神
社
裏
山
室
僚
印
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
平
山
益
気
神
社
裏
山

竜
山
石
製
ｅ
蓮
華
座
を
も
っ
た
二
重
米
壇
の
上
に
立
っ
。
不
釣
り
合
い
に
高
い
伏
鉢
を
つ
け
て
い
る
が
、
相
輪
は
上
半
が
な

い
。
塔
身
は
月
輪
中
に
梵
字
種
子
を
刻
む
。

銘
　
文

文
安
四
年

げ
十
月
十
三
日

写
真

一
四
頁
参
照
中
央

聯

永
二
十
四
年

（
一
五

一
七
）
安
養
寺
宝
後
印
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
岡
町

一
色
安
養
寺

安
養
寺
に
は
赤
穂
義
士
に
ゆ
か
り
の
あ
る

と
い
う
塔
の
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
調
査

し
て
み
た
ら
、
全
く
時
代
が
あ
わ
な
い
こ
と

が
わ
か

っ
た
。
安
養
寺
に
は
宝
僚
印
塔
が
二

基
あ
る
が
、
銘
文
の
あ
る
の
は
庫
裡
の
内
庭

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
竜
山
石
製
で
造
り

は
や
や
粗
雑
な
感
じ
が
す
る
が
、
格
狭
間
の

作
り
に
他
に
見
ら
れ
ぬ
特
牧
が
あ
る
。

銘
　

支

勧
　
進

一
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永
二
十
六
年

（
一
五

一
九
）
地
蔵
寺
板
碑

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
平
荘
町
池
尻
地
減
寺
墓
地

地
蔵
寺
墓
地
の
最
上
段
に
三
枚
の
板
科
が

あ
る
。
左
端
の
も
の
は
上
部
が
三
角
形
に
と

が

っ
て
い
る
が
、
切
り
込
み
も
額
も
な
い
。

上
方
三
ノ
の
月
輪
中
に
三
尊
種
子
を
刻
み
、

中
段
四
角
形
に
ほ
り
く
ば
め
た
中
に
二
体
の

坐
像
を
並
べ
て
い
る
。
そ
の
下
方
に
銘
文
を

見
る
。

銘

　
文

永
正
十
六

二
月
　
日

-2σ 一-27-

コ

天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
常
光
寺
墓
地
五
輸
塔

銘
　
支天

正四抑年

一
張

八
月
九
日

天
二
十
七
年

（
一
五
入
九
）

常
光
寺
嘉
地
五
輸
塔

銘
　
文

天
五
十
七
年
配

宜
雲
葦
讃
禅
定
尼

二
月
廿
六
日



永
二
十
六
年

（
一
五

一
九
）
地
蔵
寺
板
碑

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
荘
町
池
尻
地
赦
寺
嘉
地

地
蔵
寺
墓
地
の
最
上
段
に
三
枚
の
板
碑
が

あ
る
。
左
端
の
も
の
は
上
部
が
三
角
形
に
と

が

っ
て
い
る
が
、
切
り
込
み
も
額
も
な
い
。

上
方
三
ツ
の
月
輪
中
に
三
尊
種
子
を
刻
み
、

中
段
四
角
形
に
ほ
り
く
ば
め
た
中
に
二
体
の

坐
像
を
並
べ
て
い
る
。
そ
の
下
方
に
銘
文
を

見
る
。

銘
　
文

永
正
十
六

二
月
　
日

-2σ 一-27-

ン

天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
常
光
寺
真
地
五
輸
塔

銘
　
支天

正
四
留
年

一
張

八
月
九
日

天
二
十
七
年

（
一
五
八
九
）

常
光
寺
墓
地
五
輸
塔

銘
　
支

天
二
十
七
年
配

宜
雲
葦
讃
禅
定
尼

二
月
廿
六
日



慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
常
光
寺
墓
地
五
輸
塔

銘
　
文

慶
長
四
年

儀
芳
妙
性
信
女

五
月
廿

一
日

慶
長
六
年

（
一
六
〇

３

常
光
寺
墓
地
五
輸
塔

銘
　
文

慶
長
六
年

心
犀
寿
謙
居
士

八
月
十
七
日

右
の
四
基
は
い
ず
れ
も
加
古
川
市
神
野
町
常

光
寺
墓
地
に
所
在
す
る
。
こ
れ
等
の
五
輪
塔
は

全
部

一
石
彫
成
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

天
正
四
年
の
も
の
は

一
石
彫
成
で
は
な
い
。
慶

長
の
二
基
は
別
に
小
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
と
考
え

る
。
そ
れ
は
、
心
犀
寿
謙
居
士
は
地
方
豪
族
加

古
氏
の
出
身
で
、
入
道
し
て
寿
謙
と
号
し
常
光

寺
を
中
興
し
た
人
の
墓
で
あ
る
。
儀
芳
妙
性
信

女
は
お
そ
ら
く
寿
謙
の
妻
で
あ

っ
た
と
推
定
し

て
あ
や
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

-28--29-

紀
年
銘
が
あ
つ
て
読
め
な
い
も
の

こ
れ
等
の
石
造
遺
品
の
造
顕
は
造
立
者
が
そ
の
意
趣
を
永
く
世
に
と
ど
め
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
多
年
風

雪
に
さ
ら
さ
れ
風
化
磨
滅
に
よ
り
折
角
彫
り
つ
け
た
文
字
も
今
で
は
読
み
と
る
こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

常

柴

寺

唐

塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
古
川
町
大
野
　
常
　
楽
　
寺

こ
れ
は
も
と
蓮
花
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
現
在
の
地
に
移
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
花
尚
岩
製
で
、
塔
身
の
四
面
に
梵
字
種

子
を
刻
み
、
現
在
東
面
に
銘
文
が
あ
る
。

銘

　
文日

日

日

〕

二

年

髭

潤

七

月

延
命
堂
宝
盤
印
塔

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
加
古
川
町
木
村
字
北
条

天
明
二
年
の
木
村
寺
社
明
細
帳
に
は
延
命
堂
の
名
は
見
え
な
い
か
ら
、
そ
の
後
に
な
っ
て
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地

内
に
墓
碑
が
多
い
か
ら
寺
跡
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
宝
麓
印
塔
と
重
製
六
角
宝
憧
と
が
あ
る
。
宝
饉
印
塔
は
竜
山

石
製
で
は
あ
る
が
巧
致
に
出
来
て
お
り
、
正
面
格
狭
間
中
に
天
蓋
と
宝
瓶
三
茎
蓮
を
浮
き
彫
り
し
て
い
る
。
左
右
に
銘
文
が
有

る
が
殆
ん
ど
読
め
な
い
。

こ
こ
の
宝
憧
は
他
所
の
も
の
よ
り
も
短
寸
で
、　
一
面
は

一
四
糎
Ｘ
二
七
糎
で
、
蓮
華
座
上
に
立
像
を
刻
む
。



慶

長
四
年

（
一
五
九
九
）

銘
　
文

慶
長
四
年

儀
芳
妙
性
信
女

五
月
廿

一
日

常
光
寺
墓
地
五
輸
塔

慶
長
六
年

（
三
ハ
ｏ

３

常
光
寺
墓
地
五
輸
塔

銘
　
文

慶
長
六
年

心
犀
寿
謙
居
士

八
月
十
七
日

右
の
四
基
は
い
ず
れ
も
加
古
川
市
神
野
町
常

光
寺
墓
地
に
所
在
す
る
。
こ
れ
等
の
五
輪
塔
は

全
部

一
石
彫
成
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

天
正
四
年
の
も
の
は

一
石
彫
成
で
は
な
い
。
慶

長
の
二
基
は
別
に
小
堂
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
と
考
え

る
。
そ
れ
は
、
心
犀
寿
謙
居
士
は
地
方
豪
族
加

古
氏
の
出
身
で
、
入
道
し
て
寿
謙
と
号
し
常
光

寺
を
中
興
し
た
人
の
墓
で
あ
る
。
儀
芳
妙
性
信

女
は
お
そ
ら
く
寿
謙
の
妻
で
あ

っ
た
と
推
定
し

て
あ
や
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

-28--2つ 一

紀
年
銘
が
あ
つ
て
読
め
な
い
も
の

こ
れ
等
の
石
造
遺
品
の
造
顕
は
造
立
者
が
そ
の
意
趣
を
永
く
世
に
と
ど
め
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
多
年
風

雪
に
さ
ら
さ
れ
風
化
磨
滅
に
よ
り
折
角
彫
り
つ
け
た
文
字
も
今
で
は
読
み
と
る
こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

常

築

寺

暦

塔

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
加
古
川
町
大
野
　
常
　
楽
　
寺

こ
れ
は
も
と
蓮
花
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
現
在
の
地
に
移
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
花
満
岩
製
で
、
塔
身
の
四
面
に
梵
宇
種

子
を
刻
み
、
現
在
東
面
に
銘
文
が
あ
る
。

銘
　
文日

日

日

〕

二

年

罷

潤

七

月

延
命
堂
皇
盤
印
塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
加
古
川
町
木
村
字
北
条

天
明
二
年
の
木
村
寺
社
明
細
帳
に
は
延
命
堂
の
名
は
見
え
な
い
か
ら
、
そ
の
後
に
な

っ
て
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地

内
に
墓
碑
が
多
い
か
ら
寺
跡
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
宝
麓
印
塔
と
重
製
六
角
宝
瞳
と
が
あ
る
。
宝
麓
印
塔
は
竜
山

石
製
で
は
あ
る
が
巧
致
に
出
来
て
お
り
、
正
面
格
杖
間
中
に
天
蓋
と
宝
瓶
三
茎
蓮
を
浮
き
彫
り
し
て
い
る
。
左
右
に
銘
文
が
有

る
が
殆
ん
ど
読
め
な
い
。

こ
こ
の
宝
瞳
は
他
所
の
も
の
よ
り
も
短
寸
で
、　
一
面
は

一
四
糎
ｘ
二
七
糎
で
、
蓮
華
座
上
に
立
像
を
刻
む
。



一水

昌

寺

前

板

碑

所
　
在
　
　
加
古
川
市
神
野
町
西
条
永
昌
寺
前

竜
山
石
製
の
家
形
石
棺
の
蓋
で
あ
る
。
一異
側
に
大
き
な
坐
像
一

あ

る

。
銘
　
支

・
　

―‐
日
日
日
日
」
二
年
一
月
日

体
を
刻
み
、
下
方
左
右
に
小
形
の
立
像

を
彫

っ
た
も
の
で

寺

五

輪

塔

在
　
加
古
川
市
東
神
吉
町
天
ケ
原

円
明
寺

竜
山
石
製
で
、
地
輪
は
風
化
の
た
め
に
銘
丈

の
と
こ
ろ
が
判
落
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
さ

一
米
五
八
糎
。
銘
文
は
さ
だ
か
で
な
い
が
暦
応

四
年
と
も
読
め
る
。
何
れ
に
せ
よ
南
北
朝
頃
の

も
の
で
あ
ろ
う
。

常
築
寺
地
蔵
板
碑

所
　
在
　
加
吉
川
市
東
神
吉
町
神
吉

常
楽
寺
墓
地

こ
れ
は
竜
山
石
製
の
小
形
石
棺
蓋
を
加
工
し

円
所

明

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与

て
使
用
し
た
も
の
で
、
地
蔵
立
像
を
刻
ん
で
居
る
。
左
右
の
輪
廓

に
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
が
、
風
化
が
ひ
ど
く
て
読
み
づ
ら

い
。

銘
　
文

大

願

主

一

日
日
日
日
日
日
里

八
月
十
九
日

釈
迦
堂
地
蔵
板
碑

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
東
神
吉
町
神
吉
釈
迦
堂

竜
山
石
製
の
小
形
家
形
石
棺
蓋
に
地
蔵
尊
を
陽
刻
し
た
る
も
の
で
、
印
南
郡
誌
の
い
う
釈
迦
堂
の
本
尊
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

銘

　
文

日
日
日
日
一
十
年
八
月
廿
四
日

浅
田
氏
は
右
の
二
碑
と
も
永
正
と
し
て
い
る
が
、
今
少
し
古
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



一水

昌

寺

前

板

碑

　

　

　

　

　

・

所
　
在
　
　
加
古
川
市
神
野
町
西
条
永
昌
寺
前

竜
山
石
製
の
家
形
石
棺
の
議
で
あ
る
。
裏
側
に
大
き
な
坐
像
一

あ

る
。

舘
　
支

，
　
―‐
日
日
日
日
」
二
年
一
月
日

体
を
刻
み
、
下
方
左
右
に
小
形
の
立
像

を
彫

っ
た
も
の
で

寺

五

輪

塔

在
　
加
古
川
市
東
神
吉
町
天
ケ
原

円
明
寺

竜
山
石
製
で
、
地
輪
は
風
化
の
た
め
に
銘
文

の
と
こ
ろ
が
判
落
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
さ

一
米
五
八
糎
。
銘
文
は
さ
だ
か
で
な
い
が
暦
応

四
年
と
も
読
め
る
。
何
れ
に
せ
よ
南
北
朝
頃
の

も
の
で
あ
ろ
う
。

常
築
寺
地
蔵
板
碑

所
　
在
　
加
吉
川
市
東
神
吉
町
神
吉

常
楽
寺
墓
地

こ
れ
は
竜
山
石
製
の
小
形
石
棺
蓋
を
加
工
し

円
所

明

-30-

▼

て
使
用
し
た
も
の
で
、
地
蔵
立
像
を
刻
ん
で
居
る
。

銘
　
文

慟

左
右
の
輪
廓
に
銘
文
を
刻
ん
で
い
る
が
、
風
化
が
ひ
ど
く
て
読
み
づ
ら
い
。

大

願

主

両
日

日

日

日

―‐
日
日
日
日
日
四

八
月
十
九
日

釈
迦
堂
地
蔵
板
碑

所
　
在
　
　
加
古
川
市
東
神
吉
町
神
吉
釈
迦
堂

竜
山
石
製
の
小
形
家
形
石
棺
蓋
に
地
蔵
尊
を
陽
刻
し
た
る
も
の
で
、
印
南
郡
誌
の
い
う
釈
迦
堂
の
本
尊
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

銘
　
文

日
日
日
日
一
十
年
八
月
廿
四
日

浅
田
氏
は
右
の
二
碑
と
も
永
正
と
し
て
い
る
が
、
今
少
し
古
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



伝
説
の
塔
は
は
た
し
て
真
実
か

坂
元
に
あ
る
宝
旅
印
塔
は
和
泉
式
部
の
塔
と
伝
え
ら
れ
、
新
在
家
の
五
輪
塔
は
足
利
左
馬
頭
義
氏
の
塔
だ
と
い
う
。
神
野
常

光
寺
北
側
雑
木
林
中
の
五
輪
塔
は
寺
で
は
開

，十ＦＬ
赤
松
義
村
の
墓
だ
と
い
い
、　
一
方
、
西
条
の
沼
田
氏
の
系
図
を
見
る
と
赤
松
則

村
に
従

っ
て
功
の
あ

っ
た
沼
田
朝
輝
の
た
め
に
子
俊
敬
が
建
て
た
塔
だ
と
す
る
。
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
五
輪
塔
に
は
時

代
の
風
と
い
う
も
の
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
う
し
た
推
定
と
右
の
伝
説
が

一
致
す
る
だ
ろ
う
か
。

坂
元
の
室
盤
印
塔
は
野
口
町
坂
元
に
あ

る
。
最
初
の
位
置
か
ら
移

っ
て
い
る
様
で

あ
る
が
、
播
磨
鑑
や
播
州
名
所
巡
覧
Ｎ
絵

な
ど
に
も
記
載
が
あ
り
古
く
か
ら
人
に
知

ら
れ
た
塔
で
あ
る
。
花
満
岩
製
で
完
全
。

高
さ
は
二
米
五
〇
糎
。
堂
々
た
る
姿
は
第

一
級
の
作
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
格

狭
間
中
の
蓮
花
の
浮
き
彫
り
は
四
而
と
も

図
案
を
こ
と
に
し
、
ま
こ
と
に
豪
率
で
あ

る
。
附
近
の
良
野
に
も
花
満
岩
製
無
銘
の

宝
陵
印
塔
が
あ
る
が
、
作
風
は
類
似
し
て

い
る
。
坂
元
の
宝
確
印
塔
は
和
泉
式
部
の

墓
だ
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
塔
は
無

新在家の五輪塔
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新
在
家
の
五
輪
塔
は
平
岡
町
新
在
家
の
旧
園
道
筋
に
あ
る
。
竜
山
石
製
で
高
さ
は
二
米
余
、
無
銘
で
あ
る
。
水
輪
の
四
面
に

四
門
の
種
子
を
刻
む
。
搭
州
名
所
巡
覧
図
絵
は

「
足
利
左
馬
頭
義
氏
の
墓
と
い
う
あ
り
」
と
す
る
。

コ

銘

で
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
式
部
は
性
牛
上
人
を
訪
ね
て
詳
写
に
参

っ
た
と
い
う
か
ら
、

た
も
の
も
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
青
山
付
に
は
和
泉
式
部
の
腰
掛
石
と
い
う
の
が
あ
る
。

し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
写
真
二
夏
左
参
照
）

常光寺五輪塔

働

そ
の
高
名
の
故
に
道
中
囚
縁
を
求
め

和
泉
式
部
の
塔
だ
と
い
う
説
が
同
定



伝
説
の
塔
は
は
た
し
て
真
実
か

坂
元
に
あ
る
宝
推
印
塔
は
和
泉
式
部
の
塔
と
伝
え
ら
れ
、
新
在
家
の
五
輪
塔
は
足
利
左
馬
頭
義
氏
の
塔
だ
と
い
う
。
神
野
常

光
寺
北
側
雑
木
林
中
の
五
輪
塔
は
寺
で
は
開
祖
赤
松
義
村
の
墓
だ
と
い
い
、　
一
方
、
西
条
の
沼
田
氏
の
系
図
を
見
る
と
赤
松
則

村
に
従

っ
て
功
の
あ

っ
た
沼
日
朝
輝
の
た
め
に
子
俊
敬
が
え
て
た
塔
だ
と
す
る
。
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
五
輪
塔
に
は
時

代
の
風
と
い
う
も
の
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
う
し
た
推
定
と
右
の
伝
説
が

一
致
す
る
だ
ろ
う
か
。

坂
元
の
宝
億
印
塔
は
野
口
町
坂
元
に
あ

る
。
最
初
の
位
置
か
ら
移

っ
て
い
る
様
で

あ
る
が
、
播
磨
鑑
や
播
州
名
所
巡
覧
Ｎ
絵

な
ど
に
も
記
載
が
あ
り
古
く
か
ら
人
に
知

ら
れ
た
塔
で
あ
る
。
花
商
岩
製
で
完
全
。

高
さ
は
二
米
五
〇
糎
。
堂
々
た
る
姿
は
第

一
級
の
作
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
格

狭
間
中
の
連
花
の
浮
き
彫
り
は
四
而
と
も

図
案
を
こ
と
に
し
、
ま
こ
と
丘
泉
率
で
あ

る
。
附
近
の
良
野
に
も
花
満
岩
製
無
館
の

宝
淡
印
塔
が
あ
る
が
、
作
風
は
類
似
し
て

い
る
。
坂
元
の
宝
旅
印
塔
は
和
泉
式
部
の

墓
だ
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
塔
は
無

新在家の五輪塔
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賜

銘
で
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
式
部
は
性
空
上
人
を
訪
ね
て
群
写
に
参

っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
２
島
名
の
故
に
道
中
因
縁
を
求
め

た
も
の
も
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
青
山
村
に
は
和
泉
式
部
の
腰
掛
石
と
い
う
の
が
あ
る
。
和
泉
式
部
の
塔
だ
と
い
う
説
が
円
定

し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
写
真
二
貢
左
参
照
）

新
在
家
の
五
輪
塔
は
平
岡
町
新
在
家
の
旧
田
道
筋
に
あ
る
。
竜
山
石
製
で
高
さ
は
二
米
余
、
無
銘
で
あ
る
。
水
輪
の
四
面
に

四
門
の
種
子
を
刻
む
。
揺
州
名
所
Ж
覧
図
絵
は

「
足
利
左
馬
頭
義
氏
の
墓
と
い
う
あ
り
」
と
す
る
。

足
利
氏
か
ら
分
家
し
た
加
古
氏
が
加
古
那

一
円
を
領
し
た
の
は
永
仁
以
前

で
あ

っ
た
。

加
古
氏
の
系
図
を
見
る
と
、
加
古
義
氏
は
延

支三年に尊氏より三木郡で一庄を加え

韓一韓中一一弾中村】噂軒溺卸沖巾卿つ領守

離一　つ堵一”弾『韓妙抄慟券『記れヵゝ一拶抑韓幹

弾挫一抑弾抑『的菩復，こ妙［中拶叫韓一仲



の
説
は
あ
る
が
こ
れ
は
加
古
義
氏
を
誤
ま

っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
私
は
こ
こ
の
五
輪
塔
を
南
北
朝
時
代
と
見
る
が

こ
れ
な
れ
ば
時
代
が

一
致
す
る
。　
　
Ｃ
〓
一頁
写
真
参
照
。
）

常
光
寺
五
輪
塔
、
こ
れ
は
常
光
寺
の
北
側
の
雑
木
林
の
中
に
あ
る
。
竜
山
石
製
。
銘
は
な
く
、
高
さ
は

一
米
七
五
糎
で
あ
る
。

各
輪
四
面
に
四
門
の
種
子
を
刻
む
。
常
光
寺
は
赤
松
義
村
の
墓
だ
と
い
う
が
、
義
村
は
大
永
元
年
死
亡
し
た
も
の
で
、
こ
の
五

輸
塔
が
南
北
朝
の
前
期
を
下
ら
ぬ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
義
村
の
墓
と
す
る
説
は
あ
や
し
い
。

又
、　
一
方
沼
日
氏
は
新
田
義
貞
の
目
代
と
し
て
こ
の
地
に
や

っ
て
来
た
沼
田
志
摩
守
の
後
裔
で
あ
る
。
文
明
十
四
年
五
十
八

才
で
死
ん
だ
父
の
菩
提
の
た
め
に
入
道
し
た
俊
敬
が
、
祥
光
院
殿
の
た
め
に
造
顕
し
た
と
系
図
中
に
記
し
て
い
る
。
常
光
寺
は

も
と
祥
光
寺
と
い
っ
た
と
い
う
。
特
別
な
開
山
に
祥
光
院
殿
と
い
う
戒
名
を
贈

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
赤
松
義
村

も

祥

光

院

殿
、
沼
田
朝
輝
に
も
祥
光
院
殿
、
ど
う
も

一
基
の
五
輸
塔
を
二
人
が
争

っ
て
い
る
様
で
お
だ
や
か
で
は
な
い
。
し
か
し
塔
は
冷

然
と
見
る
人
に
ま
か
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　
　
　
全
〓
一頁
写
真
参
照
）
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加
古
川
市
内
の
六
面
宝
瞳

加
古
川
市
加
古
川
町
備
後
の
福
林
寺
と
、
東
神
吉
町
神
吉
の
真
宗
寺
に
六
面
宝
瞳
の
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
池
田

観
音
寺
の
も
の
を
ふ
く
め
て
こ
の
三
っ
以
外
に
は
な
い
の
か
と
思

っ
て
い
た
ら
、
今
度
の
調
査
で
、

加
古
川
町
　
　
　
称
名
寺
　
　
　
　
　
　
加
古
川
町
木
村
　
　
如
意
寺
　
　
　
　
　
　
加
古
川
町
木
村
　
　
延
命
堂

八
幡
町
宗
佐
　
　
常
観
寺

な
ど
で
見

っ
か

っ
た
。
延
命
堂
の
も
の
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
単
制
で
造
顕
の
年
代
も
ほ
ぼ
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
池
田
観
音
寺
の
も
の
が
花
満
岩
製
で
あ
る
ば

か
り
で
他
は
全
部
竜
山
石
製
で
あ
る
。

尚
、
こ
れ
ら
六
角
宝
憧
の
ほ
か
、
神
野
町
石
守

と
福
沢
の
善
証
寺
と
で
笠
塔
婆
が
発
見
さ
れ
た
。

石
守
の
も
の
は
四
面
と
も
高
く
突
き
出
し
た
蓮
華

座
上
に
坐
像
を
刻
ん
で
い
る
が
、
福
沢
善
証
寺
の

も
の
は
、
四
面
上
半
に
蓮
華
座
に
の
る
立
像
を
彫

り
、

一
面
の
み
そ
の
下
に
二
体
の
坐
像
を
並
べ
て

い
る
。
右
の

一
体
は
有
髪
の
如
く
見
ゆ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
お
そ
ら
く
父
母
の
菩
提
の
た
め
に
造

っ
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
な
ど
特
異
な
も
の

と
い
え
よ
う
。

福
沢
村
の
開
発
は
江
戸
時
代
に
な

っ
て
か
ら
で
、



の
説
は
あ
る
が
こ
れ
は
加
古
義
氏
を
誤
ま
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
私
は
こ
こ
の
五
輪
塔
を
南
北
朝
時
代
と
見
る
が

こ
れ
な
れ
ば
時
代
が

一
致
す
る
。　
　
全
〓
一頁
写
真
参
照
。
）

常
光
寺
五
輪
塔
、
こ
れ
は
常
光
寺
の
北
側
の
雑
木
林
の
中
に
あ
る
。
竜
山
石
製
。
銘
は
な
く
、
高
さ
は

一
米
七
五
糎
で
あ
る
。

各
輪
四
面
に
四
門
の
種
子
を
刻
む
。
常
光
寺
は
赤
松
義
村
の
墓
だ
と
い
う
が
、
義
村
は
大
永
元
年
死
亡
し
た
も
の
で
、
こ
の
五

輸
塔
が
南
北
朝
の
前
期
を
下
ら
ぬ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
義
村
の
墓
と
す
る
説
は
あ
や
し
い
。

又
、

一
方
沼
田
氏
は
新
田
義
貞
の
目
代
と
し
て
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
沼
田
志
摩
守
の
後
蕎
で
あ
る
。
文
明
十
四
年
二
十
八

才
で
死
ん
だ
父
の
菩
提
の
た
め
に
入
道
し
た
俊
敬
が
、
祥
光
院
殿
の
た
め
に
造
顕
し
た
と
系
図
中
に
記
し
て
い
る
。
常
光
寺
は

も
と
祥
光
寺
と
い
っ
た
と
い
う
。
特
別
な
開
山
に
祥
光
院
殿
と
い
う
戒
名
を
贈

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
赤
松
義
村
も
祥

光

院

殿
、
沼
田
朝
輝
に
も
祥
光
院
殿
、
ど
う
も

一
基
の
五
輸
塔
を
二
人
が
新

っ
て
い
る
様
で
お
だ
や
か
で
は
な
い
。
し
か
し
塔
は
冷

然
と
見
る
人
に
ま
か
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　
　
　
Ｃ
〓
一買
写
真
参
照
）
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加
古
川
市
内
の
六
面
宝
瞳

加
古
川
市
加
古
川
町
備
後
の
福
林
寺
と
、
東
神
吉
町
神
吉
の
真
宗
寺
に
六
面
宝
瞳
の
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
池
田

観
音
寺
の
も
の
を
ふ
く
め
て
こ
の
三
っ
以
外
に
は
な
い
の
か
と
思

っ
て
い
た
ら
、
今
度
の
調
査
で
、

加
古
川
町
　
　
　
称
名
寺
　
　
　
　
　
　
加
古
川
町
木
村
　
　
如
意
寺
　
　
　
　
　
　
加
古
川
町
木
村
　
　
廷
命
堂

八
幡
町
宗
佐
　
　
常
観
寺

な
ど
で
見

っ
か

っ
た
。
延
命
堂
の
も
の
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
単
制
で
造
顕
の
年
代
も
ほ
ぼ
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
池
田
観
音
寺
の
も
の
が
花
満
岩
製
で
あ
る
ば

か
り
で
他
は
全
部
竜
山
石
製
で
あ
る
。

尚
、
こ
れ
ら
六
角
宝
瞳
の
ほ
か
、
神
野
町
石
守

と
福
沢
の
善
証
寺
と
で
笠
塔
婆
が
発
見
さ
れ
た
。

石
守
の
も
の
は
四
面
と
も
高
く
突
き
出
し
た
蓮
華

座
上
に
坐
像
を
刻
ん
で
い
る
が
、
福
沢
善
証
寺
の

も
の
は
、
四
面
上
半
に
蓮
華
座
に
の
る
立
像
を
彫

り
、

一
面
の
み
そ
の
下
に
二
体
の
坐
像
を
並
べ
て

い
る
。
右
の

一
体
は
有
髪
の
如
く
見
ゆ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
お
そ
ら
く
父
母
の
菩
提
の
た
め
に
造

っ
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
な
ど
特
異
な
も
の

と
い
え
よ
う
。



こ
の
寺
に
古
い
宝
滋
印
塔
が
あ

っ
た
り
、
こ
ん
な
碁
婆
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
と
調
べ
て
見
た
ら
、
こ
れ
は
寺
家
町
の
最
上
寺

が
廃
寺
に
な
っ
て
、
石
然
類
は
同
じ
竜
門
寺
末
の
善
証
寺

へ
移
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
寺
家
町
最
上
寺
の
三
世
月
津
和
尚

が
、
福
沢
善
証
寺
の
初
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

特

異

な

る

石

塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
東
神
吉
町
升
田

こ
れ
は
伝
に
よ
れ
ば
も
と
佐
伯
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
寺
の
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
佐
伯
寺
は
播

磨
鑑
に
よ
る
と
慈
覚
大
師
開
基
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

塔
は
竜
山
石
製
で
、
二
重
基
壇
の
上
に
た
ち
、
高
さ
は
二
米
。
銘
文
が
な
い
の
で
造
立
の
年
代
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
塔

身
は
周
囲
に
額
稼
を
作
り
、
月
輪
中
に
蓮
華
座
を
お
い
て
四
門
の
種
子
を
刻
む
。
正
面
の
み
は
そ
の
上
に
更
に
大
日
を
加
え
て

い
る
。
屋
根
は
軒
の
厚
さ
七
、
八
極
、
長
さ
八

一
糎
で
両
端
が
わ
ず
か
に
反

っ
て
い
て
安
定
感
が
あ
り
、
上
層
は
軸
部
が
太
鼓

の
胴
の
様
で
、
蓬
弁
十
二
枚
が
こ
れ
を
め
ぐ

っ
て
い
る
。
伏
鉢
は
八
個
の
円
形
を
つ
ら
ね
、
請
花
の
雄
勁
な
彫
と
相
姑
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
造
り
か
ら
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

印
南
郡
誌
は
播
磨
鑑
を
引
用
し
て
、
こ
の
寺
の
鐘
が
今
、
三
木
市
久
留
美
の
慈
眼
寺
に
あ
る
と
い
う
。
鐘
銘
に
よ
る
と
、
搭

州
印
南
郡
益
田
村
佐
伯
寺
鐘
、
処
慶
二
配
四
月
廿
四
日
と
あ
る
と
い
う
。

こ
の
鐘
を
も
つ
当
時
の
佐
伯
寺
の
寺
勢
か
ら
考
え
る
と
、
か
か
る
石
造
多
宝
塔
が
あ

っ
た
と
す
る
の
も
無
理
で
は
な
い
と
考

え
る
。
　

　

（
写
真
二
頁
右
参
照
）

後

イ白

寺

F止

多

宝

塔
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安

養

寺

宝

盤

印

塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
岡
町

一
色
安
養
寺

安
養
寺
の
在
銘
宝
旋
印
塔
に
つ
い
て
は
別
に
記
す
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
花
満
岩
製
無
銘
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
寺
は

赤
穂
義
士
の

一
人
中
村
勘
助
の
子
勘
次
が
住
み
こ
ん
で
何
代
目
か
の
住
職
と
な

っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
人
が
父
勘
助
の
菩
提

の
た
め
造
顕
し
た
と
信
ぜ
ら
れ
た
の
が
こ
の
宝
鐘

印
塔
で
あ

っ
た
と
ｒ
つ
。
高
さ

一
米

二

八

糎

で

や
や
小
さ
い
が
、
形
は
と
と
の
っ
た
立
派
な
も
の

で
あ
る
。
正
面
格
狭
間
中
に
宝
瓶
三
茎
連
を
浮
き

彫
り
し
て
い
る
。
惜
し
む
ら
く
は
銘
文
を
逸
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
が
い
ず
れ
に
せ
よ
忠
臣
蔵
で
は

時
代
が
合
わ
な
い
。



こ
の
寺
に
古
い
宝
後
印
然
が
あ

っ
た
り
、
こ
ん
な
塔
婆
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
と
調
べ
て
見
た
ら
、
こ
れ
は
寺
家
町
の
最
上
寺

が
廃
寺
に
な
っ
て
、
石
塔
類
は
同
じ
竜
門
寺
末
の
善
証
寺

へ
移
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
寺
家
町
最
上
寺
の
三
世
月
津
和
尚

が
、
福
沢
善
証
寺
の
初
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か

っ
た
。

特

異

な

る

石

塔

所
　
在
　
　
加
吉
川
市
東
神
吉
町
升
田

こ
れ
は
伝
に
よ
れ
ば
も
と
佐
伯
寺
と
い
う
寺
が
あ

っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
寺
の
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
佐
伯
寺
は
播

磨
鑑
に
よ
る
と
悪
覚
大
師
開
基
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

塔
は
竜
山
石
製
で
、
二
重
悉
壇
の
上
に
た
ち
、
高
さ
は
二
米
。
銘
文
が
な
い
の
で
造
立
の
年
代
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
塔

身
は
周
囲
に
額
橡
を
作
り
、
月
輪
中
に
蓮
華
座
を
お
い
て
四
門
の
種
子
を
刻
む
。
正
面
の
み
は
そ
の
上
に
更
に
大
日
を
加
え
て

い
る
。
屋
根
は
軒
の
厚
さ
七
、
八
糎
、
長
さ
八

一
糎
で
両
端
が
わ
ず
か
に
反

っ
て
い
て
安
定
感
が
あ
り
、
上
層
は
軸
部
が
太
鼓

の
胴
の
様
で
、
蓬
弁
十
二
枚
が
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。
伏
鎌
は
八
個
の
円
形
を
つ
ら
ね
、
請
花
の
雄
動
な
彫
と
相
対
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
造
り
か
ら
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

印
南
郡
誌
は
播
磨
鑑
を
引
用
し
て
、
こ
の
寺
の
鍾
が
今
、
三
木
市
久
留
美
の
慈
眼
寺
に
あ
る
と
い
う
。
鐘
銘
に
よ
る
と
、
播

州
印
南
郡
益
田
村
佐
伯
寺
鐘
、
妊
慶
二
配
四
月
廿
四
日
と
あ
る
と
い
う
。

こ
の
鐘
を
も
つ
当
時
の
佐
伯
寺
の
寺
勢
か
ら
考
え
る
と
、
か
か
る
石
造
多
宝
塔
が
あ
っ
た
と
す
る
の
も
無
理
で
は
な
い
と
考

え
る
。
　

　

（
写
真
二
頁
右
参
照
）

安

養

寺

宝

盤

印

塔

所
　
在
　
　
加
古
川
市
平
岡
町

一
色
安
養
寺

安
養
寺
の
在
銘
宝
後
印
塔
に
つ
い
て
は
別
に
記
す
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
花
尚
岩
製
無
銘
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
寺
は

赤
穂
義
士
の

一
人
中
村
勘
助
の
子
勘
次
が
住
み
こ
ん
で
何
代
目
か
の
住
職
と
な

っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
人
が
父
勘
助
の
菩
提

の
た
め
造
頗
し
た
と
信
ぜ
ら
れ
た
の
が
こ
の
宝
筐

印
塔
で
あ

っ
た
と
い
う
。
高
さ

一
米

二

八

糎

で

や
や
小
さ
い
が
、
形
は
と
と
の
っ
た
立
派
な
も
の

で
あ
る
。
正
面
格
狭
間
中
に
宝
瓶
三
茎
蓮
を
浮
き

彫
り
し
て
い
る
。
惜
し
む
ら
く
は
銘
文
を
逸
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
が
い
ず
れ
に
せ
よ
忠
臣
蔵
で
は

時
代
が
合
わ
な
い
。

佐

伯

寺

F止

多

宝

塔
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市
外
隣
接
地
の
新
発
見
資
料

国

安

五

輪

塔

所
　
在
　
　
加
古
那
稲
美
町
国
安
地
蔵
山

割
合
に
不
便
な
所
で
あ
っ
た
為
、
従
来
金
石
文
の
研
究
を
や
っ
た
人
達
も
こ
の
地
域
は
未
調
査
に
終
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

郷
人
は
昔
の
城
主
の
墓
で
あ
る
と
い
う
。
基
礎
の
西
正
面
に
左
の
銘
文
が
あ
る
。

銘
　
文一二

応
安
元
繊
年
二
月
廿
八
日

花
満
岩
製
。
高
さ
九
八
糎
。

国

安

宝

盤

印

塔

所
　
在
　
　
加
吉
郡
稲
美
町
国
安
地
蔵
山

上
端
に
反
花
座
を
つ
け
た
二
重
基
壇
の
上
に
立

っ
、
塔
身
は
月
輪
中
に
蓬
華
座
を
お
い
て
種
子
を
刻
む
。
町
内
、
岡
の
寺
に

あ
る

「
氏
神
由
来
」
に

「
明
徳
元
年
庚
午
の
潤
二
月
八
日
に
氏
宮
の
東
方
に
宝
鐘
印
塔
造
立
有
之
、
弁
財
天
女
の
本
地
薬
師
に

て
候
故
、
薬
師
如
来
、
乃
至
阿
閣
弥
舵
釈
迦
大
日
五
智
の
如
来
勧
請
有
之
候
」
と
あ
り
。

宝
後
印
塔
の
基
礎
正
面
に
銘
あ
り
、
右
に
符
合
す
。

十 結

人 衆

-38--39-

Ｗ

銘

　

文

明

徳

元
鞭
潤
三
月
日

毎
月
八
日
□
養

一結
之
諸
衆
等
軸

善

立

寺

皇

盤

印

塔

所
　
在
　
　
高
砂
市
高
秒
町
西
宮
町
船
津
重
次
方

現
在
は
船
津
重
次
氏
の
有
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
基
礎
の
み
が
某
旧
家
の
墓
域
に
あ
っ
た
と
い
う
。
銘
は
前
面
の
左
右
と
格

狭
間
の
間
に
あ
る
。

銘

　
支

弘
治
二
年

権
少

僧
都

空
真

四
月
八
日



市
外
隣
接
地
の
新
発
見
資
料

国

安

五

輪

塔

所
　
・在
　
　
加
古
郡
稲
美
町
国
安
地
蔵
山

割
合
に
不
便
な
所
で
あ
っ
た
為
、
従
来
金
石
文
の
研
究
を
や
っ
た
人
達
も
こ
の
地
域
は
未
調
査
に
終
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

郷
人
は
昔
の
城
主
の
墓
で
あ
る
と
い
う
。
基
礎
の
西
正
面
に
左
の
銘
文
が
あ
る
。

銘
　
文

応
安
元
破
年
二
月
廿
八
日

花
高
岩
製
。
高
さ
九
八
糎
。

国

安

宝

医

印

塔

所
　
在
　
　
加
古
郡
稲
美
町
国
安
地
蔵
山

上
端
に
反
花
座
を
つ
け
た
二
重
基
壇
の
上
に
立
っ
、
塔
身
は
月
輪
中
に
蓮
華
座
を
お
い
て
種
子
を
刻
む
。
町
内
、
岡
の
寺
に

あ
る

「
氏
神
由
来
」
に

「
明
徳
元
年
庚
午
の
潤
二
月
八
日
に
氏
宮
の
東
方
に
宝
鐘
印
塔
造
立
有
之
、
弁
財
天
女
の
本
地
薬
師
に

て
候
故
、
薬
師
如
来
、
乃
至
阿
閣
弥
陀
釈
迦
大
日
五
智
の
如
来
勧
請
有
之
候
」
と
あ
り
。

宝
鐘
印
塔
の
基
礎
正
面
に
銘
あ
り
、
右
に
符
合
す
。

十 結

人 衆

-38--39-

コ

銘
　
文

明

徳

元
鞭
潤
二
月
日

毎
月
八
日
回
養

一結
之
諸
衆
等
馳

善

立

寺

宝

盤

印

塔

所
　
在
　
　
一局
秒
市
高
砂
町
西
宮
町
船
津
重
次
方

現
在
は
船
津
重
次
氏
の
有
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
基
礎
の
み
が
某
旧
家
の
墓
域
に
あ
っ
た
と
い
う
。
銘
は
前
面
の
左
右
と
格

杖
間
の
間
に
あ
る
。

銘

　
支

弘
治
二
年

権
少

僧
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

空
真

四
月
八
日



そ

の

血
′

４

‘

紀
年
銘
の
あ
る
も
の
や
、
特
異
な
も
の
に
つ
い
て
は
上
記
し
て
来
た
が
、
慶
長
以
前
の
造
立
と
思
え
る
も
の
は
そ
の
他
に
も

沢
山
あ
る
。

層
塔
で
は
日
光
山
常
英
寺
の
内
庭
に
七
層
ば
か
り
の
も
の
が
見
ら
れ
た
。

五
輸
塔
で
は
野
口
教
信
寺
に
教
信
上
人
の
廟
所
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
備
後
福
林
寺
に
は
在
銘
品
の
ほ
か
に
大
休
同
時

代
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
叉
、
私
は
別
府
町
域
か
と
思

っ
て
い
る
が
、
浜
ノ
宮
中
学
校
の
南
方
住
宅
の
庭
内
に

も

一
来
あ
る
。
野
口
町
長
砂
に
は
石
ノ
塔
と

い
う
字
地
に
塔
が
あ
る
。
こ
の
五
輪
塔
が
字

名
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

東
神
古
町
西
井
ノ
ロ
に
あ
る
五
輪
塔
は
塔

身
上
部
が
牢
洞
に
な

っ
て
い
る
ら
し
く
、
三

角
に
切
り
込
ん
だ
穴
か
ら
そ
れ
が
う
か
が
え

る
。
日
光
山
常
楽
寺
の
山
上
に
は
無
銘
で
あ

っ
た
が
、
立
派
な
花
満
岩
製
の
も
の
が
あ

っ

た
。宝

麓
印
塔
で
は
野
口
町
良

野
の
も
の
が
あ

る
。
相
輪

の

一
部
を
欠

い
て
い
る
が
、
開
花

蓬
華

の
彫
が
よ
い
。
教
信
寺
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
と

い
う
腔
宝
印
塔
が
多
数
あ

っ
た
ら
し

ヤ

教信上廟人所

― 軍0-― 翠
=―

い
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の

一
部
が
東
の
田
の
中
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
水
足
の
墓
地
に
も

一
基
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
の
う
ち

の

一
つ
を
移
し
た
も
の
と
間
い
て
い
る
。
室
町
時
代
も
終
り
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
棺
蓋
石
を
利
用
し
た
石
仏
、
板
碑
の
類
は
多
い
。
尾
上
町
養
日
、
平
荘
町
養
老
、
同
じ
く
里
、
小
畑
、　
一
本
松
、
西
神
吉

町
大
国
、
同
じ
く
宮
前
な
ど
で
あ
る
が
特
異
な
も
の
と
い
え
ば
、
西
神
吉
町
岸
の
墓
地
に
あ
る
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
家
形
石
棺
の
う
ち
側
に
深
い
月
輪
を
刻
み
、
更
に
そ
の
中
に
種
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
銘
文
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
神

吉
地
蔵
堂
の
石
棺
材
の
石
仏
、
天
ケ
原
の
コ
ケ
地
蔵
も
わ
す
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。



そ

の

他

紀
年
銘
の
あ
る
も
の
や
、
特
異
な
も
の
に
つ
い
て
は
上
記
し
て
来
た
が
、
慶
美
以
前
の
造
立
と
思
え
る
も
の
は
そ
の
他
に
も

沢
山
あ
る
。

層
塔
で
は
日
光
山
常
楽
寺
の
内
庭
に
七
層
ば
か
り
の
も
の
が
見
ら
れ
た
。

五
輪
塔
で
は
野
口
教
信
寺
に
教
信
上
人
の
廟
所
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
備
後
福
林
寺
に
は
在
銘
品
の
ほ
か
に
大
休
同
時

代
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
又
、
私
は
別
府
町
域
か
と
思

っ
て
い
る
が
、
浜
ノ
宮
中
学
校
の
南
方
住
宅
の
庭
内
に

も

一
来
あ
る
。
野
口
町
長
砂
に
は
石
ノ
塔
と

い
う
字
地
に
塔
が
あ
る
。
こ
の
五
輪
塔
が
字

名
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

東
神
吉
町
西
井
ノ
ロ
に
あ
る
五
輪
塔
は
塔

所
一
身
上
部
が
牢
洞
に
な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
三

凱一鞠町鞠胸醇騨輩数のヵゝ』学］い噂銘ヵゝっ城

雑

　
た っ

靴
が
、
立
派
な
花
尚
岩
製
の
も
の
が
あ

っ

宝
慌
印
塔
で
は
野
口
町
良
野
の
も
の
が
あ

る
。
相
輪
の

一
部
を
欠
い
て
い
る
が
、
開
花

蔑
華
の
彫
が
よ
い
。
教
信
寺
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
と
い
う
睦
宝
印
塔
が
多
数
あ

っ
た
ら
し

ｆ

い
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の

一
部
が
東
の
日
の
中
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
水
足
の
墓
地
に
も

一
基
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
の
う
ち

の

一
つ
を
移
し
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。
室
町
時
代
も
終
り
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
棺
蓋
石
を
利
用
し
た
石
仏
、
板
碑
の
類
は
多
い
。
尾
上
町
養
田
、
平
荘
町
養
老
、
同
じ
く
里
、
小
畑
、　
一
本
松
、
西
神
吉

町
大
国
、
同
じ
く
宮
前
な
ど
で
あ
る
が
特
異
な
も
の
と
い
え
ば
、
西
神
吉
町
岸
の
墓
地
に
あ
る
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
家
形
石
棺
の
う
ち
側
に
深
い
月
輪
を
刻
み
、
更
に
そ
の
中
に
種
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
銘
文
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
神

吉
地
蔵
堂
の
石
棺
材
の
石
仏
、
天
ケ
原
の
コ
ケ
地
蔵
も
わ
す
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

― 整 0-― 率
=―



昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
一
日

∧
加
古
川
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
号
Ｖ

著

者

水ヽ

江

幾

久

二

発

行
　

加
古
川
市
教
育

委

員
会

印

刷
　

富
　
田
　
啓
　
支
　
堂

ヽ
ャ


